
白岩産の原木舞茸が市内の学校給食に利用されて
子どもたちは満面の笑顔 （関連記事７ペ ージ ）

給食おいしいよ！

毎月 2 回　1 日・16 日発行

http://www.city.semboku.akita.jp/



愛・クニマスガラコンサート

仙北市市制 10 周年
さらなる躍進めざして、内外へ力強い挑戦示す

　

仙
北
市
の
市
制
10
周
年
記
念
式
典
が
10
月

４
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
市
民
ら
約
１
０
０
０
人
が
出
席

し
、
仙
北
市
誕
生
の
節
目
を
祝
う
と
と
も
に
、

今
後
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
に
先
駆
け
て
、
仙
北
市
観
光
大

使
の
作
家
・
西
木
正
明
氏
に
よ
る
ク
ニ
マ
ス

の
話
や
昨
年
、
国
民
文
化
祭
の
県
民
参
加
事

業
と
し
て
好
評
を
博
し
た
「
愛
・
ク
ニ
マ
ス

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
上
演
さ
れ
た
ほ
か
、

仙
北
市
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
行
わ
れ
た
記
念
式
典
で
は
、
門
脇

光
浩
市
長
が
「
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

が
目
に
見
え
る
形
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
今

後
も
仙
北
市
が
総
力
を
あ
げ
て
、
力
強
く
挑

戦
す
る
姿
を
内
外
に
示
し
て
い
き
た
い
。
引

き
続
き
皆
様
か
ら
の
惜
し
ま
ぬ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
仙
北
市
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
17
人
３
団
体
の
方
々
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
西
湖
（
山
梨
県
）

に
生
息
す
る
ク
ニ
マ
ス
の
発
見
に
貢
献
し
、

田
沢
湖
再
生
と
ク
ニ
マ
ス
復
活
の
機
運
を
も

た
ら
し
た
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
中
坊
徹
次

氏
が「
５
年
前
に
ク
ニ
マ
ス
の
発
見
に
携
わ
っ

た
縁
で
、
こ
の
よ
う
な
栄
誉
を
い
た
だ
き
、

大
変
恐
縮
し
て
い
ま
す
。
田
沢
湖
の
再
生
は

自
然
科
学
と
人
の
力
で
進
め
て
い
く
べ
き
と

思
い
ま
す
。
過
去
か
ら
学
び
、
未
来
へ
生
か

す
こ
と
を
今
後
も
願
っ
て
い
ま
す
」
と
感
謝

の
気
持
ち
と
田
沢
湖
の
展
望
を
述
べ
ま
し
た
。

記念式典で節目を祝う

　記念式典の前に行われた「クニマスの色はいのち色～愛・クニマスガラコンサート～」は、
音楽と語りでつづる叙事詩で、圧倒的なスケールで会場は物語の世界へと引き込まれました。
　物語は、昭和の初めに田沢湖畔でクニマス漁をしていた若い漁師と美しい娘たつことの甘
く切ないラブストーリーを通じて、酸性水が導入された田沢湖やその後のクニマスの運命を
色濃く描いたメッセージ性の強いものとなっています。
　語りと壮大な音楽とのコラボレーションは迫力満点で、角館中学校有志合唱団や市民有志
合唱団などのほか、市内中学校吹奏楽部有志による演出が舞台をさらに盛り上げ、会場から
は惜しみない拍手が鳴り響いていました。

～もう一度、この湖で逢いたい～

記
念
式
典
に
先
駆
け
て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
仙
北
市
観

光
大
使
の
作
家
・
西
木
正
明
氏
に
よ
る
ク
ニ
マ
ス
の
話
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
あ
い
さ
つ
す
る
門
脇
光
浩
仙
北
市
長

表
彰
者
を
代
表
し
て
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
中
坊
徹
次

氏
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

2Semboku  City  Public  Relations3 広報せんぼく



市
制
10
周
年
記
念
功
労
者

講
演
活
動
等
を
通
じ
、
仙
北
市
に
関

す
る
情
報
を
広
く
県
内
外
に
発
信
さ

れ
、
教
育
文
化
や
観
光
の
振
興
、
地

域
活
性
化
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
わ

た
っ
て
仙
北
市
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

仙
北
市
立
田
沢
湖
図
書
館
「
河
正
雄

文
庫
」
寄
贈
者
。
幼
年
期
を
生
保
内

で
過
ご
す
。
田
沢
湖
図
書
館
へ
５
千

冊
を
超
え
る
貴
重
な
蔵
書
の
ほ
か
、

美
術
作
品
を
寄
贈
さ
れ
、
仙
北
市
の

文
化
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
24
年
６
月
よ
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
秋

田
花
ま
る
っ
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

協
議
会
初
代
理
事
長
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
女
性
起
業
家
と
し
て
農
村
女
性

の
先
駆
的
活
動
に
よ
り
、
仙
北
市
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

仙
北
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
と

し
て
、
高
齢
者
自
ら
が
主
体
と
な

り
、
地
域
社
会
の
中
核
的
な
担
い
手

と
し
て
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
を
支
え
る

な
ど
、
高
齢
者
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

藤原 剛 氏 藤井 けい子 氏 河 正雄 氏 西木 正明 氏

平
成
17
年
９
月
よ
り
仙
北
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
と
し
て
地
域
福
祉
の

た
め
精
励
さ
れ
、
ま
た
、
仙
北
市
長

職
務
執
行
者
と
し
て
、
合
併
時
の
市

の
ま
と
め
役
と
し
て
地
方
自
治
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 清雄 氏

株式会社
新潮社

大
正
11
年
以
来
、
自
社
が
発
行
す
る
出
版
物
の
ほ

と
ん
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
、
そ
の
数
は
学
習
資
料

館
所
蔵
資
料
の
約
２
割
と
な
っ
て
い
る
。
貴
重
な

図
書
資
料
の
寄
贈
に
よ
り
仙
北
市
の
文
化
活
動
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社
 わらび座

地
域
の
伝
統
芸
能
を
中
心
と
し
た
芸
能
活
動
を
は

じ
め
、
わ
ら
び
劇
場
で
多
彩
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

公
演
を
行
う
な
ど
、
伝
統
芸
能
の
保
存
継
承
、
文

化
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

仙北市
農山村体験
推進協議会

仙
北
市
を
訪
れ
る
教
育
旅
行
団
体
や
外
国
人
団
体

の
受
け
入
れ
に
よ
り
、
都
市
農
村
間
の
交
流
拡
大

に
積
極
的
に
貢
献
さ
れ
、
仙
北
市
の
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
形
成
と
国
際
交
流
の
進
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】

功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】

功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】

功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】 功労者表彰【個人】

平
成
17
年
10
月
か
ら
平
成
21
年
10
月

ま
で
仙
北
市
長
を
務
め
ら
れ
、
初
代

市
長
と
し
て
仙
北
市
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
画
家
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
中
、

仙
北
市
を
会
場
に
日
本
画
勉
強
会
を

積
極
的
に
開
催
し
、
日
本
画
へ
の
理

解
を
図
る
な
ど
、
仙
北
市
の
芸
術
活

動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
19
年
９
月
か
ら
平
成
26
年
３
月

ま
で
仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
組
織
の
充
実
と
強
化

を
図
る
と
と
も
に
交
通
安
全
活
動
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

門脇 彰一 氏 伊藤 髟耳 氏 石黒 直次 氏

仙
北
市
の
文
化
財
お
よ
び
伝
建
群
の

審
議
委
員
と
し
て
文
化
財
保
護
活
動

や
、
角
館
の
お
祭
り
保
存
会
会
長
と

し
て
、
有
形
・
無
形
の
文
化
財
保
護

行
政
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

髙𣘺 雄七 氏
（角館町横町） （角館町表町）

《
50
音
順
》

（神奈川県横浜市）（西木町小山田）

功労者表彰【個人】

平
成
18
年
７
月
に
発
足
し
た
仙
北
市

防
犯
協
会
の
初
代
会
長
と
し
て
同
会

の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
仙
北
市
の
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

坂本 邦夫 氏
（田沢湖生保内）

（神奈川県横浜市）（埼玉県川口市）（西木町小渕野）（角館町竹原町） （田沢湖生保内）

現
在
、
京
都
大
学
名
誉
教
授
。
平
成

22
年
、
田
沢
湖
再
生
と
ク
ニ
マ
ス
復

活
の
機
運
を
も
た
ら
し
、
山
梨
県
富

士
河
口
湖
町
・
西
湖
に
生
息
し
て
い

た
ク
ニ
マ
ス
の
発
見
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

中坊 徹次 氏
（京都府宇治市）

平
成
23
年
５
月
か
ら
平
成
27
年
５
月

ま
で
一
般
財
団
法
人
伝
統
的
工
芸
品

産
業
振
興
協
会
代
表
理
事
を
務
め
ら

れ
、
樺
細
工
の
産
業
振
興
に
尽
力
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
域
伝
統
文
化
継

承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

田口 宗平 氏
（角館町小人町）

平
成
23
年
５
月
ま
で
の
約
18
年
間
に

わ
た
り
、
角
館
町
観
光
協
会
会
長
を

務
め
ら
れ
、
観
光
資
源
の
先
導
的
宣

伝
に
よ
る
誘
客
活
動
を
行
う
な
ど
、

仙
北
市
の
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

田口 宗良 氏
（角館町中町）

功労者表彰【個人】

イ
ベ
ン
ト
交
流
館
の
名
誉
館
長
を
務

め
ら
れ
、
企
画
展
示
の
指
導
助
言
や

文
学
資
料
の
提
供
を
通
じ
、
仙
北
市

の
文
化
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

高井 有一 氏
（東京都練馬区）

功労者表彰【個人】

平
成
17
年
９
月
か
ら
平
成
26
年
４
月

ま
で
仙
北
市
議
会
議
長
を
務
め
ら

れ
、
初
代
議
長
と
し
て
仙
北
市
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 峯夫 氏
（田沢湖生保内）

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
観
光
協
会
会

長
、
一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観

光
連
盟
会
長
と
し
て
国
内
外
か
ら
の

観
光
客
誘
致
に
努
め
ら
れ
、
仙
北
市

の
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

佐藤 和志 氏
（田沢湖田沢）

仙
北
市
の
農
業
の
先
駆
者
と
し
て
、

新
規
作
物
導
入
に
も
積
極
的
に
取
り

組
む
な
ど
、
地
域
の
け
ん
引
役
と
し

て
仙
北
市
の
農
業
振
興
へ
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

佐々木 英政 氏
（角館町広久内）

功労者表彰
【団体】
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　仙北市こどもフェスティバル

子
ど
も
た
ち
が
大
は
し
ゃ
ぎ

　

９
月
27
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
仙

北
市
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
劇
団
わ
ら
び
座
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
超
神
ネ
イ
ガ
ー

シ
ョ
ー
が
上
演
さ
れ
た
ほ
か
、
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
、ち
び
っ
こ
郷
土
芸
能
発
表
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
参
加
型
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
大
勢
の
親
子
連
れ
が
来
場
す
る
な

い
の
ち
の
大
切
さ
呼
び
か
け
る

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
の
自
殺
予
防
週

間
と
９
月
10
日
の
「
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
」
に
ち
な
み
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
え
く
ぼ
の
会
」
と
田
沢
湖
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
、
田
沢
湖
駅
前
広
場
を
活

用
す
る
会
「
こ
ま
ち
の
会
」、
市
職
員

が
一
体
と
な
り
、
グ
ラ
ン
マ
ー
ト
田
沢

湖
店
前
で
、
自
殺
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
行
き
交
う
買
い
物
客
に
、
日

頃
の
体
調
を
気
遣
っ
た
「
お
と
う
ち
ゃ

ん
眠
れ
て
い
る
？
」
と
印
字
さ
れ
た
ト

　自殺予防キャンペーンで啓発

多くの親子連れが集まり、賑やかな雰囲気の中、楽し
い休日を過ごしました。

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
配
っ
た
り
、
自

殺
予
防
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
た
り
し
て
、
心
の
健
康
と
自
殺
予

防
の
啓
発
に
つ
い
て
熱
心
に
呼
び
か
け

ま
し
た
。

ど
、
終
始
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

スタッフは買い物客に自殺予防を呼び
かけながら、心と体の大切さについて
話していました。

　白岩舞茸を学校給食で提供

地
産
地
消
の
拡
大
を
図
る

　

白
岩
地
域
運
営
体（
菅
原
秀
俊
会
長
）

の
事
業
で
栽
培
し
た
「
原
木
舞
茸
」
が
、

10
月
１
日
、
市
内
全
域
の
学
校
給
食
で

提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
運
営
体
に
よ
る
と
、
こ
の
栽
培
事

業
は
今
年
で
３
年
目
を
迎
え
、
収
量
が

確
保
で
き
た
こ
と
で
、
給
食
へ
の
提
供

を
提
案
し
た
そ
う
で
す
。

　

原
木
舞
茸
は
、
色
や
大
き
さ
、
香
り

も
よ
く
、
３
地
区
で
舞
茸
を
使
っ
た
献

立
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

芋
の
子
汁
や
う
ど
ん
な
ど
で
舞
茸
を

新
そ
ば
の
香
り
漂
う

　

９
月
24
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で

「
新
そ
ば
を
味
わ
う
会
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
催
し
は
、
会
員
の
そ
ば
屋

等
で
構
成
さ
れ
る
団
体
「
遊
楽
３
ト
ピ

ア
そ
ば
会
議
（
菅
原
照
夫
会
長
）」
が

開
催
し
た
も
の
で
、
こ
の
た
び
初
め
て

の
試
み
で
す
。
当
日
は
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
に
応
募
し
た
52
人
の
参
加
者
が
、
新
そ

ば
の
香
り
や
の
ど
ご
し
を
楽
し
み
な
が

ら
、
そ
ば
談
義
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　

遊
楽
３
ト
ピ
ア
そ
ば
会
議
は
、
地
そ

ば
の
振
興
や
そ
ば
の
郷
づ
く
り
を
目
指

　新そばを味わう会で舌鼓

し
て
活
動
し
て
い
る
団
体
で
、
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
は
、
会
員
の
そ
ば
屋

で
、
新
そ
ば
祭
り(

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
）

も
行
っ
て
い
ま
す
。

味
わ
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、口
々
に「
と

て
も
美
味
し
い
」
と
、
笑
顔
で
給
食
を

食
べ
て
い
ま
し
た
。

白岩小学校では、地元産の舞茸の美味しさに驚
いた様子でした。

参加者は新そばに舌鼓をうちながら、そば
談義に花を咲かせていました。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

　

９
月
22
日
・
23
日
の
両
日
、
第
30
回
生

保
内
節
全
国
大
会
が
仙
北
市
民
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
部
に
は
１
４
１
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
て
、
22
日
の
予
選
、
23
日
の
準
決

勝
を
経
て
10
人
が
決
勝
に
進
み
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
浜
口
優
花
さ
ん
（
大
仙
市
）

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。。
浜
口
さ
ん

は
小
学
校
４
年
生
か
ら
本
格
的
に
民
謡
を

始
め
た
そ
う
で
、
今
回
は
念
願
の
優
勝
旗

を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、年
少
の
部
（
中
学
生
以
下
）
で
は
、

最
優
秀
賞
に
澤
木
美
晴
さ
ん
（
男
鹿
北
中

２
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

優
勝
旗
を
手
に
生
保
内
節
を
歌
う
浜
口
優
花
さ
ん

他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
敬
称
略
》

【
一
般
の
部
】

 

▽
優
秀
賞
＝
近
藤
み
つ
子
（
仙
北
市
）、

大
川
あ
け
み
（
秋
田
市
）、成
田
義
道
（
鹿

角
市
）、
中
村
清
治
（
美
郷
町
） 

▽
敢
闘

賞
＝
栗
木
次
夫（
鹿
角
市
）、佐
藤
修
三（
八

郎
潟
町
）、
佐
藤
ま
ゆ
み
（
大
館
市
）、
川

辺
節
子
（
秋
田
市
）、藤
田
梅
子
（
秋
田
市
）

 【
年
少
の
部
】

 

▽
優
秀
賞
＝
佐
々
木
深
里
（
岩
手
県
紫

波
町
）、
谷
川
未
采
（
八
郎
潟
町
）、
目
黒

菜
々
香
（
男
鹿
市
）

自
慢
の
の
ど
に
聴
衆
酔
い
し
れ
る

第
30
回
生
保
内
節
全
国
大
会今大会では歴代優勝者を招いて、名入り提灯の点

灯式も華々しく行われました。

　１００㌔チャレンジマラソン

限
界
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

９
月
27
日
、
角
館
町
か
ら
北
秋
田
市

鷹
巣
ま
で
を
走
破
す
る
「
２
０
１
５

北
緯
40
度
秋
田
内
陸
リ
ゾ
ー
ト
カ
ッ
プ

１
０
０
㌔
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
㌔
の
部
に
は
県
内
外
か
ら

１
３
５
１
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
角
館

交
流
セ
ン
タ
ー
を
午
前
４
時
30
分
に
、

３
４
２
人
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
50
㌔
の

部
は
、
秋
田
内
陸
線
比
立
内
駅
近
く
を

10
時
30
分
に
ス
タ
ー
ト
し
、
北
秋
田
市

鷹
巣
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
し
た
。

角
館
消
防
署
が
優
勝

　

仙
北
市
市
制
10
周
年
記
念
「
第
10
回

仙
北
市
長
杯
争
奪
野
球
選
手
権
大
会
」

が
８
月
２
日
と
９
月
27
日
の
両
日
、
落

合
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
勝
は
、
角
館
消
防
署
と
生
保
内
レ

イ
カ
ー
ズ
の
対
戦
と
な
り
、
終
始
安
定

し
た
試
合
を
展
開
し
た
角
館
消
防
署
が

７
対
３
で
生
保
内
レ
イ
カ
ー
ズ
を
下
し

ま
し
た
。
な
お
、
個
人
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
最
優
秀
選
手
賞
》

▽
佐
々
木
宏
伸
（
角
館
消
防
署
）

　仙北市長杯争奪野球選手権大会

ランナーたちは、暗闇の中スタートし、ゴール
の鷹巣まで力走しました。

《
優
秀
選
手
賞
》

▽
坂
本
洸
二
郞（
生
保
内
レ
イ
カ
ー
ズ
）

《
敢
闘
賞
》

▽
倉
橋
大
地
（
角
館
消
防
署
）

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
時
折
雨
が
降
る
中

を
力
走
し
、
沿
道
の
住
民
か
ら
温
か
い

声
援
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

平成 18 年度以降に開催されたこの大会で、
角館消防署は初優勝となりました。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－
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　社会福祉法人はなさき仙北設立

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

　

10
月
１
日
、「
社
会
福
祉
法
人
は
な

さ
き
仙
北
」
の
設
立
に
よ
り
、
小
林
一

雄
理
事
長
に
認
可
書
の
交
付
式
が
市
役

所
田
沢
湖
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
」

は
、
平
成
28
年
４
月
よ
り
、
市
か
ら
の

移
譲
を
受
け
て
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
「
だ
し
の
こ
園
」、「
神
代
こ
ど

も
園
」
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な

り
、
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
の
運

生
徒
た
ち
と
の
交
流
楽
し
む

　

９
月
30
日
、
角
館
高
等
学
校
で
角
館

町
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
施
設

入
所
者
な
ど
約
80
人
を
招
待
し
、「
地

域
と
の
交
流
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
、
仙
北
市
社
会
福
祉

協
議
会
（
佐
藤
清
雄
会
長
）
と
同
校
の

連
携
に
よ
り
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
１
年
生
と
定
時
制
生
徒
の
ほ
か
、

大
曲
養
護
学
校
高
等
部
、
大
曲
養
護
学

校
せ
ん
ぼ
く
分
教
室
の
生
徒
た
ち
も
参

加
し
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
同
校
イ
ン
タ
ー
ア
ク

　角館高等学校で地域との交流会

門脇市長から認可書を受ける「社会福祉法人はなさき
仙北」の小林一雄理事長（中央）

ト
部
に
よ
る
郷
土
芸
能
・
吹
奏
楽
演
奏
、

大
曲
養
護
学
校
高
等
部
に
よ
る
太
鼓
演

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
生
徒

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

営
を
目
指
し
、
充
実
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

さ
ら
に
お
い
し
く
な
っ
て
満
足
度
ア
ッ
プ

佐
竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当「
栗
ま
ん
ま
」

今回の「栗まんま」はさらなる改良を加え、
栗の美味しさにとことんこだわりました。

　

平
成
25
年
度
は
「
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
平
成
26
年

度
は
「
第
29
回
国
民
文
化
祭
・
あ
き
た

２
０
１
４
」
に
向
け
て
販
売
し
て
き
た
佐

竹
北
家
の
殿
さ
ま
弁
当
「
栗
ま
ん
ま
」
を

今
年
度
も
販
売
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
弾
と
な
る
今
回
の
弁
当
は
、
こ
れ

ま
で
の
好
評
を
受
け
て
販
売
を
検
討
さ
れ

た
も
の
で
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
仕
上
が
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

完
成
し
た
弁
当
は
、
仙
北
市
の
栗
を
大

幅
に
増
量
し
、
栗
の
渋
皮
煮
や
栗
コ
ロ
ッ

ケ
も
新
た
に
取
り
入
れ
、
ご
飯
に
も
ち
米
、

栗
、
さ
つ
ま
芋
等
を
加
え
、
全
体
的
に
栗

の
満
足
感
が
味
わ
え
ま
す
。

　

販
売
期
間
は
、
10
月
３
日
か
ら
11
月
８

日
ま
で
で
、
昨
年
度
と
同
様
に
販
売
期
間

中
の
土
日
祝
祭
日
に
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫

鉄
道
㈱
で
、
１
個
１
２
０
０
円
（
税
込
）

で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
土
曜
日
は
、
毎
週
角

館
温
泉
花
葉
館
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
花
ご
よ

み
」
で
作
り
た
て
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、

花
葉
館
の
宴
会
コ
ー
ス
に
組
み
込
む
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
10
月
24
日
・
25
日
に
は
、

食
彩
・
町
家
館
前
で
開
催
さ
れ
る
秋
の
味

覚
市
等
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
販
売
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
の
会
場
も
数
量
限
定
と
な
る
た

め
、
確
実
に
手
に
入
れ
た
い
方
は
、
事
前

予
約
や
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
へ
の
取
り

置
き
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

製
造
・
販
売
は
、
㈱
花
葉
館
、
㈱
ア
ル

ク
の
２
社
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

弁
当
の
予
約
や
問
い
合
わ
せ
は
、
角
館

温
泉
花
葉
館
（
☎
（
55
）
５
８
８
８
）
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

生徒たちの披露する踊りや演奏などに、参
加者は楽しいひとときを過ごしました。

決算
◎平成26年度公営企業会計・特別会計決算状況をお知らせします。

会計名 区分 収入 支出 差引

病院事業会計（計）
収益的収支 49億 6,010万4千円 70億8,188 万6千円 ▲ 21億2,178 万2千円

資本的収支 5億2,658万2千円 6億3,690万9千円

温泉事業会計
収益的収支 3,951万9千円 3,994万1千円 ▲ 42万2千円

資本的収支 2,913万9千円

水道事業会計（上水）
収益的収支 2億7,675万3千円 2億8,242万4千円 ▲ 567万1千円

資本的収支 8,693万7千円 1億5,817万9千円

水道事業会計（簡水）
収益的収支 9,841万円 8,781万2千円 1,059万8千円

資本的収支 1,082万3千円 2,017万2千円

水道事業会計（計）
収益的収支 3億7,516万3千円 3億7,023万6千円 492万7千円

資本的収支 9,776万円 1億7,835万1千円

特別会計名 歳入総額
A

歳出総額
B

歳入歳出差引額
C（A-B）

繰越事業費
繰越財源　D

実質収支額
E（C-D）

集中管理 42億2,150万3千円 42億2,150万3千円 0円

下水道事業 12億2,204万9千円 12億1,938万4千円 266万5千円 247万7千円 18万8千円

集落排水事業 3億5,925万9千円 3億5,913万円 12万9千円 12万9千円

浄化槽事業 1億1,153万円 1億1,143万2千円 9万8千円 9万8千円

国民健康保険
（事業勘定） 36億3,551万1千円 35億3,051万6千円 1億499万5千円 1億499万5千円

国民健康保険
（田沢診療施設勘定） 2,859万9千円 2,855万4千円 4万5千円 4万5千円

国民健康保険
（神代診療施設勘定） 1億55万2千円 1億41万7千円 13万5千円 13万5千円

後期高齢者医療 2億9,389万4千円 2億9,233万7千円 155万7千円 155万7千円

介護保険 4億8,280万8千円 4億4,562万3千円 3,718万5千円 3,718万5千円

生保内財産区 9,095万7千円 7,190万9千円 1,904万8千円 1,904万8千円

田沢財産区 3,169万9千円 2,449万7千円 720万2千円 720万2千円

雲沢財産区 924万8千円 613万5千円 311万3千円 311万3千円

簡易水道事業 7億7,517万9千円 7億7,510万円 7万9千円 7万9千円

企業会計決算収支の状況

特別会計決算収支の状況

※収益的収支については、消費税および地方消費税を除く。（損益計算書から）

●問合せ
財政課（田沢湖庁舎）☎ 43-1113

資本的収支【しほんてき‐しゅうし】
効果が翌期以降にわたり、将来の収益に対応する支出とそ
の財源となる収入のことをいいます。施設の整備や企業債
の償還元金等の支出、これに要する資金としての企業債収
入等も資本的収支に含まれます。

収益的収支【しゅうえきてき ‐しゅうし】
地方公営企業の経常的企業活動に伴い、年度内に発生すると
見込まれるすべての収益とそれに対応するすべての費用をい
うものです。したがって、減価償却費のように現金支出を伴
わない支出についても費用に含まれます。

≪用語解説≫
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文
教
の
地
角
館
の
核
と
し
て
郷
校「
弘

道
書
院
」
の
遺
構
調
査
を
７
月
６
日
か

ら
８
月
11
日
に
行
い
ま
し
た
。
明
治
時

代
の
増
築
部
分
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
、

「
弘
道
書
院
」の
位
置
特
定
の
手
が
か
り

と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
に
つ
い

て
、
次
の
日
程
で
報
告
会
を
開
催
し
ま

　

10
月
24
日
・
25
日
開
催
の
仙
北
市
産

業
祭
で
の
第
３
セ
ク
タ
ー
連
携
協
議
会

の
物
販
ブ
ー
ス
で
、「
仙
北
市
第
３
セ
ク

タ
ー
連
携
協
議
会
」
共
通
割
引
券
を
先

着
３
０
０
人
ま
で
配
布
し
ま
す
。
産
業

祭
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
３
セ
ク
ブ
ー

ス
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
／
企
画
政
策
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
２

弘
道
書
院
発
掘
調
査  

現
地
報
告
会
の
ご
案
内

仙
北
市
第
３
セ
ク
タ
ー
共
通
割
引
券
を

産
業
祭
で
配
布
し
ま
す

　

上
水
道
未
整
備
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
を
対
象
に
、
飲
用
井
戸
水
の
水
質
検

査（
12
項
目
）を
実
施
し
ま
す
。

　

水
質
検
査
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

市
民
生
活
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
今
年
度
の
実
施
個
所
は
20
戸

を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
締
切
／
11
月
６
日 

金 

●
検
査
日
／
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
市
民
生
活
課
消
費
生
活
係

（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

　

10
月
27
日 

火 

は
文
化
講
演
会
開
催
の

た
め
、
学
習
資
料
館
の
閉
館
時
間
を
19

時
か
ら
17
時
に
変
更
し
ま
す
。
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
／
学
習
資
料
館（
角
館
町
田

町
上
丁
）☎（
43
）３
３
３
３

飲
用
井
戸
水
の
水
質
を

検
査
し
ま
せ
ん
か

学
習
資
料
館

閉
館
時
間
を
変
更
し
ま
す

　

日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
夜
間

納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

　

ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
併
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／

   

10
月
30
日 

金   

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）、
角

館
・
西
木
地
域
セ
ン
タ
ー

●
問
合
せ
／
税
務
課（
田
沢
湖
庁
舎
）

　

☎（
43
）１
１
１
７

【
平
成
27
年
11
月
２
日
納
期
限
の
税
目
】

　

口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日
で
す
の

で
、
前
日
ま
で
通
帳
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
市
県
民
税（
普
通
徴
収
）・
第
３
期

◎
国
民
健
康
保
険
税（
普
通
徴
収
）・
第
４
期

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料（
普
通
徴
収
）

　

・
第
４
期

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
市
役
所
税
務
課
、
地

域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
夜
間
納
税
窓
口
」を
開
設
し
ま
す

す
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
皆
さ
ま

ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
10
月
24
日 

土  

13
時
30
分
～

●
場
所
／
角
館
樺
細
工
伝
承
館
前
広
場  

発
掘
現
場

●
問
合
せ
／
文
化
財
課（
角
館
庁
舎
）

　

☎（
43
）３
３
８
４ 見 本

　平成27年10月1日付けで「社会福祉法人はなさき

仙北」を設立しました。法人名の「はなさき」は、色

とりどりの花があふれる仙北市にあって、子どもたち

一人ひとりの花をしっかりと咲かせていきたいとの願

いが込められています。28年4月より、市からの移

譲を受け幼保連携型認定こども園だしのこ園・神代こ

【
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
・
受
験
資
格
等
】

保
育
教
諭　

11
人　

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

両
方
の
資
格
を
有
す
る
か
取
得
見
込
み
の
者

　
※
片
方
の
み
の
免
許
を
有
す
る
場
合
は
、
平
成

32
年
３
月
31
日
ま
で
に
両
方
の
資
格
を
有
す

る
こ
と
が
条
件
に
な
り
ま
す
。

　
《
第
一
次
試
験
内
容
》  

専
門
試
験（
記
述
式
）

　
※
第
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て

の
み
行
い
ま
す
。

　
《
第
二
次
試
験
内
容
》  

作
文
・
面
接

事
務
職
員　

２
人

　
《
業
務
内
容
》  

社
会
福
祉
法
人
新
会
計
基

準
に
よ
る
経
理
事
務
・
管
理
運
営
事
務
等

　
《
第
一
次
試
験
内
容
》  

筆
記
試
験（
高
校
卒

程
度　

英
語
出
題
な
し
）

　
※
第
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て

の
み
行
い
ま
す
。

　
《
第
二
次
試
験
内
容
》  
面
接

栄
養
士　

１
人　

栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る

か
平
成
28
年
３
月
ま
で
取
得
見
込
み
の
者

　
《
試
験
内
容
》  

面
接

調
理
員　
２
人　

調
理
師
の
資
格
を
有
す
る
者

　
《
試
験
内
容
》  

面
接

平
成
28
年
度
の
法
人
職
員
を
募
集
し
ま
す

用
務
員　

２
人　

　
《
業
務
内
容
》  

施
設
管
理
、
環
境
整
備
等

　
《
試
験
内
容
》  

筆
記
試
験（
基
礎
知
識
）

　
《
第
二
次
試
験
内
容
》  

面
接

【
申
込
手
続
き
】

　

申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
し
、
受
験
票

部
分
に
は
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真

を
貼
っ
て
、
法
人
事
務
局
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
表
に「
採
用
試

験
申
込
」と
朱
書
き
し
、
返
信
用
封
筒（
長

型
３
号　

切
手
不
要
）
を
必
ず
同
封
し
、

簡
易
書
留
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
当
日

消
印
有
効
）。

【
年
齢
資
格
～
各
職
種
共
通
】

　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
者

【
申
込
受
付
期
間
】  

10
月
16
日 

金 

～
30
日 

金 

　
※
申
込
用
紙
は
仙
北
市
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す（
申
込

は
法
人
事
務
局
へ
）。

【
申
込
・
問
合
せ
】

　

社
会
福
祉
法
人
は
な
さ
き
仙
北
事
務
局

　
（
仙
北
市
田
沢
湖
生
保
内
字
宮
ノ
後
39

　

仙
北
市
役
所
田
沢
湖
第
二
庁
舎
内
）

　

☎（
42
）８
３
４
１

第一次試験日時　11月15日 日 

　　【事務職員】10時～ 11時30分　受付9時～
　　【 栄 養 士 】10時開始（面接時間は追って通知します）

　　【 用 務 員 】10時～ 11時30分　受付9時～
　　【保育教諭】13時30分～ 16時20分　受付12時30分～
　　【 調 理 員 】14時開始（面接時間は追って通知します）

第二次試験日　　12月6日 日 　

　　【保育教諭】、【事務職員】、【用務員】

試験会場　　田沢湖総合開発センター
　　　　　　　（田沢湖生保内字宮ノ後27）

「社会福祉法人はなさき仙北」を設立
だしのこ園・神代こども園の運営をします。

ども園（旧生保内幼稚園・保育園と旧神代幼稚園・保育園）

の運営をします。子どもたちの笑顔を大切にし、心身

共に健やかに育成されるよう努めていきます。今後と

も皆さまのご支援、ご協力をよろしくお願いします。

　つきましては、下記の要領で職員を募集します。ご

応募をお待ちしています。

　社会福祉法人はなさき仙北

information
市役所からのお知らせ
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生涯学習課　 ☎ 43-3383

田沢湖公民館 ☎ 43-1061

角館公民館　 ☎ 54-1110

西木公民館　 ☎ 47-3100

　

仙
北
市
で
は
、
ご
近
所
や
友
人
な
ど
の
仲
間

と
共
に
、
趣
味
・
教
養
・
健
康
な
ど
の
分
野
に

つ
い
て
、
自
主
的
に
活
動
に
励
み
た
い
と
い
う

グ
ル
ー
プ
を
支
援
し
、
地
域
の
元
気
力
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

料
理
や
歌
、編
み
物
、お
茶
、太
極
拳
な
ど
様
々

な
学
習
、
創
作
、
健
康
活
動
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
田
沢
湖
公
民
館
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習

学
び
・
ふ
れ
あ
い
・
心
豊
か
に

《
対
象
》 

仙
北
市
民
10
人
以
上
で
構
成
す
る　
　

グ
ル
ー
プ

《
事
業
内
容
》 

自
主
学
習
活
動
に
お
け
る
講
師

　

謝
礼（
４
０
０
０
円
×
２
回
分
）の
補
助

《
募
集
数
》 

10
組（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

審
査
で
可
否
決
定
）

《
申
込
み
》 

各
公
民
館
窓
口
に
設
置
し
て
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

《
申
込
期
間
》 

11
月
13
日
金  

17
時
ま
で

仙
北
市
市
制
10
周
年
記
念

「
仙
北
市
文
化
祭
」
開
催

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
市
職
員
の
贈
収
賄
事
件
が
発
生
し
た
こ

と
、
心
よ
り
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
絶
対
に
起
こ
っ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
現
在
、
警
察
が
捜
査
本
部
を
設
置

し
捜
査
中
で
す
。
捜
査
に
は
全
面
協
力
の
体
制
で
臨
ん
で
い
ま

す
。
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
こ
と
、
対
応
の
経
緯
な
ど
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

９
月
28
日
深
夜
、
市
民
福
祉
部
市
民
生
活
課
の
環
境
保
全
係

長
が
、
収
賄
の
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た
旨
、
警
察
か
ら
連
絡
を
受

け
ま
し
た
。
併
せ
て
田
沢
湖
庁
舎
総
務
課
・
財
政
課
・
会
計
課
、

角
館
庁
舎
市
民
生
活
課
、
及
び
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
で
家
宅
捜

査
を
行
う
た
め
、
立
ち
会
い
職
員
の
配
置
も
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

至
急
こ
れ
ら
に
対
応
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
29
日
午
前
２
時
に
市
議
会
の
皆
様
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

報
告
、
午
前
３
時
に
西
木
庁
舎
で
の
記
者
会
見
、
午
前
８
時
に

部
長
等
会
議
の
開
催
、
職
員
の
服
務
規
律
の
確
保
及
び
綱
紀
粛

正
の
全
職
員
へ
の
呼
び
か
け
、
そ
の
後
、
警
察
の
家
宅
捜
査
の

終
了
や
３
か
所
の
最
終
処
分
場
の
家
宅
捜
査
の
立
ち
会
い
を
経

て
、
ま
た
同
日
午
後
に
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
謝
罪
文
の

掲
載
、
午
後
３
時
に
は
市
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
議
会
で
は
、
９
月
定
例
会
最
終
日
に
、
市
職
員
の
不
祥
事

に
関
す
る
決
議
を
追
加
案
件
と
し
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
重
く
受
け
止
め
、
市
と
し
て
再
発
防
止
策
の
検

討
と
併
せ
、
随
意
契
約
の
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
作
成
に
着
手
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

合
併
10
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
、
こ
の
よ
う
な
事
案

が
発
生
し
た
こ
と
は
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
、
市
民
の
皆
様
に

は
大
変
な
ご
心
痛
と
、
行
政
に
対
す
る
不
信
感
を
与
え
て
し
ま

い
、
本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
か
ら
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

取
り
急
ぎ
お
詫
び
と
ご
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

市
民
の
皆
様
に
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

自
主
的
に
学
習
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
補
助

「
自
主
学
習
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
参
加
グ
ル
ー
プ
を

募
集
し
て
い
ま
す

① 9:20発 ▼ 9:35発 ▼ 10:15着　     ② 11:20発 ▼ 11:35発 ▼ 12:05着

① 9:45発 ▼ 9:50発 ▼ 10:25着　     ② 10:55発 ▼ 11:00発 ▼ 11:35着

① 11:40発 ▼ 12:10発 ▼ 12:25着　② 15:20発 ▼ 15:50発 ▼ 16:05着

① 13:10発 ▼ 13:45発 ▼ 13:50着　② 15:30発 ▼ 16:05発 ▼ 16:10着

【 角館地区 】

【 西木地区 】

行き（ 角館庁舎発  ▼   神代体育館経由  ▼   市民会館着 ）

行き（ 西明寺駅発  ▼   西木庁舎経由  ▼   市民会館着 ）　

帰り（ 市民会館発  ▼   神代体育館経由  ▼   角館庁舎着 ）

帰り（ 市民会館発  ▼   西木庁舎経由  ▼   西明寺駅着 ）　

《
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行
》

　

角
館
・
西
木
地
区
よ
り
会
場
ま
で
の
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
次
の
時
間
で
運
行
し
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
田
沢
湖
・
角
館
・
西
木
地
区
で
行
わ

れ
て
い
た
仙
北
市
文
化
祭
を
今
年
は
、
仙
北
市

市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
、
初
め
て
一
堂
に
会

し
開
催
し
ま
す
。

　

日
頃
の
生
涯
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
す
る

場
と
し
て
、
絵
画
や
書
、
手
芸
な
ど
の
作
品
展

示
や
舞
踊
・
合
唱
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
を
行

い
、
ま
た
、
手
作
り
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
呈
茶
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

《
開
催
日
》10

月
31
日
土  

・ 

11
月
１
日
日  

《
作
品
展
示
》

　

時
間
／
１
日
目　

９
時
～
16
時

　
　
　
　

２
日
目　

９
時
～
15
時

　

会
場
／
生
保
内
市
民
体
育
館
・
生
保
内

　
　
　
　

武
道
館
・
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

《
ス
テ
ー
ジ
発
表
》

　

時
間
／
12
時
30
分
～
15
時（
両
日
共
に
）

　

会
場
／
市
民
会
館

ひまわりの会
　私たち「 ひまわりの会 」は幼児から高齢者までを対象とし
て、大型紙芝居や絵本の読み聞かせを行うボランティアグ
ループで、現在 12 人の仲間でがんばっています。主に西明
寺小学校や市内老人施設で読み聞かせを行っており、西木公
民館の事業などにも協力しています。読み聞かせをして欲し
い団体等ありましたらご連絡ください。
　また、一緒に活動してくださる仲間を募集しています。興
味のある方、参加してみませんか。

（ 連絡先：杉本  ☎ 47-2105）

市内で活動するサークルを紹介します。参加してみたい方、活動に
興味がある方はお問い合わせください。

生涯学習  サークル紹介

活
動
日
時　

練
習
日
等
不
定
期
。
読

み
聞
か
せ
の
依
頼
が
あ
っ
た
場
合

等
に
練
習
を
行
い
ま
す
。

主
な
練
習
会
場　

西
木
公
民
館
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第43回

日時

日時
日時

場所

場所

場所

　秋田県知事賞などの受賞作品をはじめ、今まで

目にすることのできなかった職人のこだわりの一

品が一堂に展示されます。さらに、今年は「トレイ」

をテーマに開催された樺細工デザインコンペに応

募されたすべてのデザイン画も展示します。

　この機会にぜひ日本が誇る伝統的工芸品をあな

たの目でお確かめください。

樺細工の伝統と技法を一堂に公開

10月18日 日

11月5日 木 11月18日 水

25日 日

9:00～17:00

13:30～17:30 13:30～15:30

11月10日 火

（受付13:00～13:20）

～

角館樺細工伝承館

角館樺細工伝承館
角館樺細工伝承館

新作発表会と販売会

基調
講演

会議

抽選会

申込締切「温泉で日本を元気に－認知症予防と温泉でボケ防止を」

出口 晃 氏（三重県四日市市小山田記念温泉病院内科部長）

「日本元気創生－温泉で健幸のまちづくり」

全国温泉地自治体首長

全国温泉宿泊券ほか抽選会

角館町樺細工伝統工芸展

「ロックンロールミシン」   ～ばあさんと過ごした 34 年～

バリトン伊藤のいきいき元気！介護予防講演会健康と温泉フォーラム２０１５仙北市

《問合せ》仙北市商工課  ☎43-3351

《申込・問合せ》仙北市包括支援センター  ☎43-2283
《申込・問合せ》フォーラム事務局（仙北市観光課内）  ☎43-3352

　「
日
本
元
気
創
生
ー
温
泉
で
健

幸
の
ま
ち
づ
く
り
！
」
を
テ
ー

マ
に
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
仙
北
市
を
11
月
5
日
13

時
30
分
か
ら
、
角
館
樺
細
工
伝
承

館
総
合
研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
有

数
の
ラ
ジ
ウ
ム
・
ラ
ド
ン
温
泉
を

持
つ
地
域
と
日
本
の
名
湯
百
選
に

選
定
さ
れ
て
い
る
温
泉
地
が
、
温

泉
資
源
の
活
用
、
地
域
活
性
化
や

広
域
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
、
そ
し
て
観
光
か
ら
健
康
づ
く

　
年
に
一
度
の
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
主
催
の
介
護
予
防
講

演
会
。
今
年
は
、
ラ
ジ
オ

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
な
ど

で
ご
活
躍
の
バ
リ
ト
ン

伊
藤
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、

自
身
の
介
護
経
験
を
も
と
に

笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
の
お
話

を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

桧木内小学校児童と保護者が参加した『おやこの食育教室』

り
介
護
福
祉
事
業
ま
で
、
新
た
な

温
泉
の
可
能
性
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
基
調
講
演
で
は
、
三
重
県
四
日

市
市
小
山
田
記
念
温
泉
病
院
内
科

部
長
の
出
口
晃
先
生
か
ら
「
温
泉

で
日
本
を
元
気
に
ー
認
知
症
予
防

と
温
泉
で
ボ
ケ
防
止
を
」
と
題
し

て
お
話
を
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、

全
国
温
泉
地
自
治
体
首
長
に
よ
る

「
日
本
元
気
創
生
ー
温
泉
で
健
幸

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
会

議
を
開
催
し
ま
す
。

バリトン伊藤 ( 本名：伊藤浩秋 ) 氏　　

1961年 ( 昭和36) 8月1日生まれ。由利本荘市出

身のタレント、ラジオパーソナリティです。主に秋

田県のテレビ、ラジオ番組への出演やイベントの司会

を行い、秋田弁での喋りで人気を得る ( ちなみに本職

は本人によると洋裁業とのこと、特技は服作り )。

秋田弁を買われて映画「釣りバカ日誌15 ハマ

ちゃんに明日はない !?」にもゲスト出演。他

数々のテレビ、ラジオ番組に出演。

送迎があります。停車場所について

は包括支援センターにお問い合わせ

ください。

桜並木駐車場をご利用ください。

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
紹
介

　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
、
地
域

市
民
の
食
生
活
改
善
や
健
康
づ
く
り
に
関

す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年

度
は
８
月
に
夏
休
み
中
の
桧
木
内
小
学
校

児
童
を
対
象
に
し
た
「
お
や
こ
の
食
育
教

室
」
が
行
わ
れ
、
児
童
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
は
協
議
会
推
進
員
と
共
に
「
握
ら
な
い

お
に
ぎ
り
」
で
話
題
の
「
お
に
ぎ
ら
ず
」

や
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ー
プ
」
な
ど
を
調
理

し
ま
し
た
。
こ
の
食
育
教
室
で
は
積
極
的

に
野
菜
を
摂
取
す
る
こ
と
や
、
減
塩
（
摂

取
す
る
塩
の
量
を
減
ら
す
こ
と
）
の
啓
発

に
努
め
て
お
り
、
児
童
が
食
育
の
力
を
養

い
、
食
の
安
全
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
と
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

  

そ
の
他
に
も
今
年
度
は
成
人
か
ら
高
齢

者
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
し
た
「
生
涯
骨
太

ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
行
う
予
定
で
す
。
ま
た
、

当
協
議
会
で
は
10
月
24
日
（
土
）
か
ら
25

日
（
日
）
に
行
わ
れ
る
産
業
祭
で
野
菜
を

仙
北
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
各
テ
ー
マ
を
通
じ
て
「
食
育
」
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
仙
北
市
の
食
育
推
進
事
業
を
掲
載
し
ま
す
の
で
、

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
計
画
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

仙北市食育推進会議・総合産業研究所    ☎ 43-2243 毎月 19 日は食育の日

食
育
に
取
り
組
も
う
！

使
っ
た
試
食
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
当
日
会
場
に
足
を
運
ば
れ
る
方

は
ご
期
待
く
だ
さ
い
（
24
日
（
土
）
限
定
）。

  

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
の
活
動
に
興

味
を
持
っ
た
方
、
一
緒
に
活
動
に
参
加

し
て
み
た
い
方
は
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
事
務
局
（
仙
北
市
保
健
課
内
☎
55
‐

１
１
１
２
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

定員200人
参加無料
仙北市民の皆さま

　【申込方法】

参加希望の方は、中町庁舎観光課、各地域センターにある申込用紙

に記入していただくか、フォーラム事務局（観光課）へ電話でお申

し込みください。

※フォーラムに参加された皆さんへのプレゼントとして、この
フォーラムに参加する「日本の名湯百選の温泉地」のペア宿泊券
を抽選でプレゼントします。

田沢湖地区、西木地区の方

直接会場に自家用車でおこしの方

 どなたでも
 参加ＯＫ！

入場無料

いつまでも安心して

　　住みなれたまちで　

　　　　暮らしていくために
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保健・健康の掲示板 Bulletin board ほけん・けんこうのけいじばん

角館総合病院からのお願い

今年もインフルエンザやノロウイ

ルスによる感染性胃腸炎などが流

行する季節になりました。当院

救急外来では例年より早く、9月

21日に 2人からインフルエンザ

Ａ型が検出されました。

院内感染防止の観点から、発熱・

咳・下痢・嘔吐などの症状のある

方はご面会をお控えくださるよう

ご理解とご協力をよろしくお願い

します。

また、インフルエンザの院内発生

防止には十分留意していますが、

発生があった場合は病棟での面会

制限や面会禁止の措置をとらせて

いただく場合もあります。市民の

皆さまには、感染防止のため、マ

スクの着用・手指衛生・咳エチケッ

トをお願いします。

　
健
診
の
結
果
に
は
、
あ
な
た
の
健
康
度
を
さ
ら
に
ア
ッ
プ

さ
せ
る
ヒ
ン
ト
が
つ
ま
っ
て
い
ま
す
。
結
果
の
見
方
が
わ
か

ら
な
い
、
運
動
や
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い
…

と
考
え
て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
結
果
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
保
健
師
・
栄
養
士
・
看
護
師
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆ 持ち物：健診結果通知書、健康手帳（お持ちの方）、必要な方はメガネ等

※申し込みは不要です。直接会場にお越しください。

※日程の都合がつかない方は、個別での相談も受け付けています。

◆ 問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

健
診
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か

結
果
説
明
会
の
お
知
ら
せ

◆ 日時・場所

相談日 受付時間 会場

10月 21日 水 14:00 ～ 15:00 卒田会館

10月 23日 金 14:00 ～ 15:00 神代就業改善センター

11月 16日 月

 9:30 ～ 10:30 神代就業改善センター

14:00 ～ 15:00 田沢湖健康増進センター

11月 30日 月

10:00 ～ 11:00 田沢交流センター

14:00 ～ 15:00 田沢湖健康増進センター

健診結果の説明・健康相談

健診の結果を見直して健康度アップ！

その他、気になっていることもお気軽

にご相談ください。

体脂肪測定・血圧測定

今の自分の体調を確認しましょう！

体脂肪も測定できます。

【
一
般
の
方
】

◆

接
種
開
始
日
／
10
月
14
日
水

か
ら
外
来
で
接
種
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

◆

対
象
者
／
16
歳
以
上
の
方

※
昨
年
同
様
、
診
察
前
に
予
診
票
へ
記
入
し
、
診
察
の
際

に
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
小
児
科
】

◆

接
種
開
始
日
／
10
月
19
日
月

か
ら
毎
週
月
曜
日
　

14
時
30
分
～

◆

対
象
者
／
６
か
月
か
ら
15
歳
（
中
学
生
）
ま
で
の
方

※
小
児
科
の
接
種
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

　

月
か
ら
金
曜
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
総
務

管
理
課（
☎（
54
）２
１
１
１
）で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
12
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
２
回
の
接
種
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
１
回
目
接
種
後
、
３
週
間
後
２

回
目
の
接
種
日
と
し
て
予
約
に
な
り
ま
す
。

※
接
種
日
に
は
、
15
時
ま
で
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◆

問
合
せ
／
市
立
角
館
総
合
病
院  

☎（
54
）２
１
１
１

◆

対
象
者
／
仙
北
市
に
住
民
登
録
さ
れ

て
い
て
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
に
疾
患
（
障
が
い
１

級
）
の
あ
る
方

◆

接
種
期
限
／
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で

◆

接
種
方
法
／
協
力
医
療
機
関
で
の
個

別
接
種
と
な
り
ま
す
。
か
か
り
つ
け

医
等
に
相
談
の
う
え
、
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

※
予
約
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

必
ず
医
療
機
関
に
ご
確
認
願
い
ま
す
。

※
協
力
医
療
機
関
に
つ
い
て
は
、
直
接
医
療

機
関
ま
た
は
保
健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆

接
種
料
金
／
医
療
機
関
ご
と
に
違
い

が
あ
り
ま
す
。

◆

助
成
の
額
／
接
種
料
金
の
う
ち

１
０
０
０
円
を
助
成
し
ま
す
。（
接
種

対
象
者
で
、
生
活
保
護
世
帯
の
方
は

全
額
助
成
で
す
）

◆

持
参
す
る
物
／
健
康
保
険
証
、
診
察
券

※
生
活
保
護
の
方
は
、
緊
急
時
医
療
依
頼
証

ま
た
は
生
活
保
護
受
給
者
証
等
の
確
認
で

き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

※
対
象
者
②
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆

問
合
せ
／
仙
北
市
保
健
課

　
☎
（
55
）１
１
１
２

市
立
角
館
総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

今
年
度
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
開
始
し
ま
す

高
齢
者
の
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

◆接種料金（各料金とも 1回あたりの料金）

対象 一般
小児

6 か月から12 歳まで

小児

13 歳から15 歳まで

料金 3,780円 2,484円 3,780円

いきいき元気アップ教室

介護予防教室　

　骨や関節、筋肉などの衰えを予防し、いつまでも「立つ」「歩く」といった動

作が楽にできたらいいと思いませんか。そんなあなたのお手伝いをする教室で

す。椅子に座ったままできる体操から、ジワジワ血流をアップする全身運動まで、

初心者の方でもできる体操をご紹介します。

　楽しく笑いながら、時には頭の体操も組み入れて行います。

◆ 日時／①11月10日 火  ②11月26日 木  ③12月10日 木  

　　   　④12月24日 木  ⑤1月12日 火　　10:00 ～ 11:30
◆ 場所／西木公民館

◆ 対象／おおむね 65歳以上の方

◆ 講師／黒田 恵美子 氏（健康運動指導士）

◆ 持ち物／水分補給のための水かお茶、バスタオル、タオル

◆ 申込締切／ 10月30日 金

◆ 申込・問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

65歳から始める健康体操に参加しませんか

問合せ／健康管理センター　☎55-1112

　10月4日の総合健診をもって、

集団健診は終了しました。大腸がん

検診のみ、今後も次の日程で受付を

行います。集団健診に足を運べな

かった方は、ぜひこの機会をご利用

ください。

◆ 10～12月の検診日程表／大腸がん検診のみ

期日 受付時間 会場

10月28日 水

10：00～13：00

田沢湖総合開発センター

11月11日 水 西木総合開発センター

11月18日 水 健康管理センター（角館）

11月29日 日     9：30～12：00 田沢湖総合開発センター

12月   9 日 水 10：00～13：00 神代就業改善センター

12月13日 日     9：30～12：00 西木総合開発センター

12月15日 火 10：00～13：00 田沢湖総合開発センター

大腸がん撲滅キャンペーン

※健康保険証を必ずご持参ください。

※比較試験に参加されている方は、「健

康状態に関するアンケート」を記入

のうえ、ご持参ください。

※大腸がん検診の受付は、3月まで行

います。1 ～ 3月の検診日程につい

ては、1月1日号でお知らせします。

10月～ 12月の

大腸がん検診

▼ 10:00 ～ 12:00

▼ 13:00 ～ 16:00

25日 日

１０月の献血日程
全血 /400ml 献血にご協力ください

◆ 問合せ／保健課  ☎55-1112

場所：ワンダーモール
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　9 月 20 日、第 30 回田沢湖マラソンが田沢湖畔周回コースを主会

場に開催されました。

　今大会は記念すべき 30 回目となり、フル・20 キロ・10 キロ・ペ

ア（3 キロ）マラソンの 4 種目 43 部門に総勢 5,864 人のランナーが参

加し、秋晴れの田沢湖を駆け抜けました。

　午前10時に4種目一斉にスタートが切られると、参加したランナー

たちは、それぞれの目標に向け、沿道に集まった観客の声援を受け

て力走し、各種目あわせて 5,304 人が完走を体感しました。

　その結果、フルマラソン・男子総合では高橋幸二さん（千葉県）が、

女子総合では佐藤由希さん（宮城県）がそれぞれ初めての栄冠を手

にしました。

　また、招待選手として 2000 年シドニー五輪・金メダリストの高橋

尚子さんが、ペアマラソン出場選手と一緒に走り、大勢の選手たち

とハイタッチするなど、30 回目の記念大会を大いに盛り上げました。

 第３０ 回 田沢湖マラソン

フルマラソン　　
男子 29 歳以下の部

35 武藤慎 3:59:13	

62 千葉将太 4:45:03	

75 澤山大輝 4:52:37	

男子 30 歳代の部

24 小玉知広 3:22:03	

180 伊藤真 5:00:36	

男子 40 歳代の部

10 松本成年 3:06:52	

150 浅利和宏 4:16:08	

164 千代雅和 4:23:00	

167 今義豪 4:23:39	

211 田口忠廣 4:42:54	

217 伊藤宏良 4:44:34	

221 藤枝諭 4:47:07	

246 大澤直人 4:54:12	

男子 50 歳代の部

111 久保田仁恒 4:22:58	

122 加羽馨 4:23:46	

150 熊谷栄幸 4:34:14	

155 佐々木伸宏 4:37:24	

169 大石雅人 4:44:40	

女子 60 歳代の部

9 糸井ミエ 4:58:50	

20キロマラソン　　
男子 29 歳以下の部

31 佐藤勇光 1:31:38	

46 照島勇人 1:38:59	

65 阿部智将 1:46:46	

72 伊藤靖志 1:48:59	

81 高橋和幸 1:50:35	

137 中川拓 2:12:07	

148 門脇佑樹 2:18:27	

169 佐藤悠平 2:38:25	

男子 30 歳代の部

68 千葉健彦 1:36:48	

92 木元智昭 1:41:26	

109 本庄喜昭 1:43:27	

150 門脇純一 1:50:49	

173 菅哲哉 1:56:06	

193 戸澤博之 1:58:36	

215 吉田雄吾 2:02:40	

233 三浦洋平 2:06:39	

273 門脇正美 2:18:27	

297 堀川学 2:29:35	

309 高橋徹 2:35:54	

315 田口徹 2:38:29	

男子 40 歳代の部

29 佐藤健 1:33:23	

75 荒木田誠 1:41:44	

123 鈴木伸介 1:48:16	

124 吉田俊広 1:48:19	

137 大山明 1:51:55	

181 桜庭誠 1:56:06	

187 鈴木英之 1:56:32	

322 藤原悟 2:50:07

328 三浦富和 3:00:56

ペアマラソン　　　　　　　
1 能美太一・柏谷青龍 0:19:36
14 武藤和也・門脇匠 0:24:14
16 高橋空夢・武藤佳輝 0:24:43
17 鎌田匠人・鎌田宇朗 0:24:44
32 田口涼太・田村柊斗 0:27:32
37 高橋快静・高橋恒吉 0:28:24
47 若生美空・若生美幸 0:29:21
50 阿部瑞姫・江橋舞羽 0:29:41
52 後藤駿徳・山形一世 0:29:44
66 猪本凜・畠山桃 0:30:52
69 津村章裕・阿部麗子 0:31:05
73 武藤美咲・門脇愛実 0:31:20
75 佐藤真・佐藤奏汰 0:31:42
87 熊谷汐音・吉川胡実 0:32:25
88 松橋奏空・柴田侑和 0:32:28
101 柏谷星来・櫻田玲愛 0:33:24
109 松本萌花・金谷あかり 0:33:56
111 真崎潤実・小木田勇 0:34:03
117 猪本侑来・猪本幸誠 0:34:23
121 佐藤晴・板谷悠生 0:34:34
121 浅利純・浅利成琉 0:34:34
148 荒木田結・荒木田奈穏子 0:36:17
153 福岡桂・福岡梨佳 0:36:26
153 佐藤康喜・原正樹 0:36:26
157 戸嶋真由美・青山なおみ 0:36:29
160 金谷希里・金谷花乙 0:36:32
163 青山颯羽・青山幸恵 0:36:48
170 佐藤克憲・門脇光助 0:37:09
171 荒木田浩生・荒木田岳 0:37:14
176 伊藤修兵・伊藤真由子 0:37:29
181 藤川一人・藤川陽子 0:37:38
194 中島雪・門脇萌々 0:38:08
198 浅利琉斗・田口寛也 0:38:22
204 佐々木雛・畠山美々 0:38:37
209 小俣奈央・鈴木さら 0:38:50
209 松田かりん・千葉梨央 0:38:50
222 斎藤心胡・猪本眞央 0:39:14
223 加藤はな・松田朝生 0:39:15
227 千葉美土理・阿部欣悦 0:39:28
232 畠山紗依・羽崎ことあ 0:39:46
256 鈴木愛望・木元凛咲 0:42:01
257 堀子実優・堀川瀬奈 0:42:04
260 吉田莉奈・吉田香奈子 0:42:08
264 伊藤花音・伊藤光 0:42:16
271 吉川湊未・村田藍 0:42:52
282 加藤愛翔・藤田賢生 0:43:55
283 阿部日向子・津村ひかり 0:44:00
286 堀川実桜・菅原美結 0:44:16
290 相馬伯・金田光希 0:44:47
292 畠山蒼輝・畠山真由美 0:45:44
295 藤原真由美・伊藤茂樹 0:45:54
300 藤原秀馬・藤原秀春 0:46:26
302 田口健成・田口朱実 0:46:32
304 鈴木加奈子・佐藤瑞穂 0:46:38
305 草彅裕也・草彅琉之介 0:46:41
305 鈴木瑞穂・鈴木敬介 0:46:41
310 小田島光琉・小田島広仁 0:47:31
317 細川利佐子・細川誠 0:48:23
318 戸澤咲耶・戸澤ゆかり 0:48:37
331 津嶋智子・津嶋慎也 0:50:54
337 水戸谷優・水戸谷朱香 0:52:41
338 山王丸裕子・山王丸玲 0:52:49
340 戸澤真優・高橋優奈 0:53:13
348 武藤珠稀・武藤ひとみ 0:55:34
349 津村義章・津村泰裕 0:55:45
352 高橋由紀・高橋呼幸 0:57:23
355 尾樽部こころ・尾樽部浩子 0:57:58
356 菅愛美・中島純子 0:58:01
367 浅利新之助・浅利渓輔 1:18:03
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男子 50 歳代の部

66 武藤敏文 1:40:34	
183 髙野勇浩 1:56:08	
282 藤村一栄 2:11:34

男子 60 歳代の部

69 石郷岡敏美 1:53:32	
95 大澤善樹 1:57:24	
126 金谷孝 2:02:15	
130 嵯峨国雄 2:03:06	
166 青柳徹 2:10:32	
232 荒川光晴 2:39:02	
246 浅利則夫 2:59:31	
248 若島弘明 3:03:52	

男子 70 歳代の部

6 稲田修 1:49:35	
7 荒木義彦 1:51:27	
45 大山秀男 2:21:49	

女子 29 歳以下の部

10 押川清奈 1:46:18	
58 能美多希子 2:51:19	
60 田口春奈 3:24:08	

女子 30 歳代の部

48 布谷結衣 2:21:42	
51 高田槙子 2:26:14	

女子 40 歳代の部

57 友永千春 2:06:32	
104 宮田美保 2:43:44	

女子 60 歳代の部

29 髙橋セツ子 2:18:42	

10 キロマラソン　　
中・高校生男子の部
1 照島圭吾 0:35:53

男子 29 歳以下の部

23 大浦祐樹 0:44:30	
34 榎本悠斗 0:48:30	
43 柏谷龍弥 0:49:56	
47 佐藤洸 0:51:55	
65 佐藤翼 0:57:52	
66 築地拓也 0:58:04	
75 鈴木瑠希也 0:59:55	
83 武藤巧磨 1:01:43	
93 千葉啓允 1:03:49	
103 藤枝尚登 1:08:03	
104 佐藤大成 1:08:45	
108 加藤哲平 1:14:11

男子 30 歳代の部

51 佐々木崇 0:51:54	
78 佐藤大樹 0:55:30	
84 猪本博範 0:56:18	
112 浅利暢宏 1:00:44
170 真崎修平 1:14:06
180 佐藤雅範 1:22:19

男子 40 歳代の部

101 藤枝誠 0:59:18	

138 奥健晋 1:06:55	

143 高橋正博 1:08:15	

172 藤村史人 1:19:09

男子 50 歳代の部

44 草彅雅人 0:51:08	

55 加藤克昭 0:52:47	

61 伊藤憲彦 0:53:39	

66 髙橋友喜 0:54:26	

91 田口善和 0:57:46	

143 佐藤敏昭 1:05:43	

151 赤倉充 1:09:30	

177 羽ヶ崎節雄 1:21:38	

男子 60 歳代の部

31 阿部薩夫 0:53:25	

64 糸井登喜男 0:57:39	

127 菅原雅史 1:07:27	

140 高橋末治 1:10:23	

146 髙橋幸雄 1:13:00	

男子 70 歳以上の部

22 坂本幸一 1:00:33	

75 江連清治 1:33:03	

81 梅田時春 1:52:19	

中・高校生女子の部
3 熊谷瞳瑠 0:49:36	
7 千葉妃菜 0:57:28	
8 藤井美月 0:57:30	
11 鈴木雅 1:06:47	
14 鈴木遥香 1:17:56

女子 29 歳以下の部

11 鈴木裕子 0:52:19	

40 佐藤未結 1:01:49	

59 真田恭子 1:07:18	

82 米屋美咲 1:13:16	

89 高橋ありさ 1:15:00	

92 瀬川舞巴 1:17:15	

96 浅利絵美 1:20:41	

106 吉村遥 1:29:18	

108 佐々木絵美 1:31:01	

女子 30 歳代の部

47 田村香寿恵 1:05:15	

69 田口真裕子 1:09:48	

女子 40 歳代の部

34 田口久美子 1:00:03	

38 鈴木博子 1:00:25	

57 趙梗姫 1:04:21	

104 小金屋優子 1:19:13	

女子 50 歳代の部

21 熊谷弘美 0:58:52	

82 田村みよこ 1:10:16	

84 高橋和子 1:10:49	

100 大石好子 1:15:55	

女子 60 歳代の部

15 阿部美穂子 0:59:40	

32 田中初子 1:11:23	

35 清家久美子 1:12:40	

36 橋本のぶ子 1:12:46	

女子 70 歳以上の部

7 坂本アヤ子 1:18:02
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OSHIRASE NAVIイベント

第３回仙北市老連芸能発表会
　仙北市老人クラブ連合会の皆さんによ

る芸能発表会です。歌あり、踊りあり、

かくし芸あり？ 入場無料です。ぜひご来

場ください。

【日時】11 月 3 日 火  9:30 ～ 16:00

【場所】角館交流センター

【問合せ】角館交流センター  ☎54-1003

OSHIRASE NAVIイベント

第２０回
平福百穂顕彰短歌大会講演会
　第 20 回平福百穂顕彰短歌大会の表彰

式に先立ちまして、「平福百穂とアララギ

の歌人達」と題して、日本歌人クラブ中

央幹事の沢口芙美氏による講演が行われ

ます。入場無料です。ぜひご来場ください。

【日時】10 月 18 日 日 10:00 ～ 11:30

【場所】角館樺細工伝承館

【問合せ】事務局  ☎53-3841

成人スポーツ実施率向上事業
円熟体操 in 仙北
　中高齢者を対象に、運動不足解消や心

身のリフレッシュを目的とした簡単な運

動を行います。ストレッチや筋力トレー

ニング、スローエアロビックなどを専門

の指導者の方が教えます。都合のいい日

だけでも参加可能ですので、お気軽にご

参加ください。

【期日】10 月～ 3 月の毎月第 2・第 4 金

曜日  計 10 回（初回 10 月 23 日 金 ）

【場所・時間】 ▼ 午前の部／田沢湖デイ

サービスセンターホール（神代出張所

内）10:30 ～ 12:00（受付・血圧測定

10:00～）  ▼午後の部／西木林業者等健

康増進施設（クリオン隣体育館）13:30

～ 15:00（受付・血圧測定 13:00 ～）

【対象】中高齢者の方

【持ち物】運動できる服装、室内用シュー

ズ、水分補給飲料、タオルなど

【参加費】200円／回（傷害保険加入料含む）

【申込・問合せ】 ▼午前の部／神代スポー

ツクラブ  ☎44-2112  

　 ▼午後の部／きたうらアクアスポーツ

クラブ  ☎090-7062-2864

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

大仙保健所
精神保健に関するご案内
　10 月 26 日から 11 月 1 日までは精

神保健福祉普及運動期間です。精神保健

福祉に関する理解を深め、国民の精神的

健康の保持増進を図ることを目的に各種

事業が実施されます。保健所では、年間

を通じて精神保健福祉に関する相談事業

を実施しています。

精神科医による精神保健福祉相談
【日時】毎月1回16:00～17:00（予約制）

【場所】大仙保健所

【その他】保健師による相談は、随時受け

付けています。月～金  8:30 ～ 17:15

（土日祝日を除く）

【問合せ】大仙保健所 ☎0187-63-3403

OSHIRASE NAVI相　談

角館調停協会　
無料調停相談会
　離婚、相続、土地建物、借入債務など、

身の回りの相談に応じます。秘密は厳守

されますのでお気軽にお出かけください。

予約の必要はありません。

【日時】10 月 23 日 金 10:00 ～ 15:00

【場所】角館簡易裁判所（角館町小館

77-4）

【問合せ】角館簡易裁判所  ☎53-2305

OSHIRASE NAVI相　談 OSHIRASE NAVIイベント

角館交流センター
チャリティーフリーマーケット
　婦人・子ども衣料、おもちゃなど掘り

出し物を探しに来ませんか？

【日時】11 月 13 日 金  10:00 ～ 15:00

【場所】角館交流センター展示交流ホール

【出店者募集】仙北市在住の方で先着 20

人。詳しくはお問い合わせください。

【問合せ】角館交流センター  ☎54-1003

仙北市総合情報センター主催
第２回パソコン講座

【講座名・日時】

　 ▼パソコン基本（4 日間：マウス ･ キー

ボード操作、文字入力、インターネット、

電子メールなど）　《対象》初心者

　《日時》11 月 4 日 水 、5 日 木 、11

日 水 、12 日 木  9:00 ～ 12:00  

　 ▼ エクセル基本（２日間：計算、表作

成など）　《対象》パソコン基本操作をお

およそ習得している方　《日時》11 月

18 日 水 、19 日 木  9:00 ～ 12:00

【場所】仙北市総合情報センター 研修室

（角館町田町上丁 23）

【定員】各 30 人

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター

（土 ･ 日 ･ 祝日を除く）  ☎43-3339

※テキストについては、学研の『わかる

パソコン入門　Windows7』（1,200

円）を書店（ブックイン 105 など）

で購入し持参願います。

OSHIRASE NAVIセミナー・教室等

無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気

軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談でき

るよう、秋田弁護士会のご協力をいただき、

次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】10 月 28 日 水 13:30 ～

【会場】角館交流センター 第 2 研修室

【相談員】佐々木優弁護士

【相談内容】◎一般法律相談（法律問題全

般のご相談） ◎サラ金・クレジットな

ど多重債務のご相談 ◎中小企業・個人

事業に関するご相談 ◎高齢者・障がい

者に関するご相談 ◎交通事故に関する

ご相談 ◎子どもに関するご相談

【申込方法】事前に電話予約が必要です。

総務課総務係に電話であらかじめ予約

してください。

【予約受付時間】平日 9:00 ～ 17:00

【相談時間等】1 日先着 5 人。1 人 30 分

以内。（① 13:30 ～ 14:00  ② 14:05

～ 14:35  ③ 14:40 ～ 15:10  ④

15:15 ～ 15:45  ⑤ 15:50 ～ 16:20）

【その他】相談がスムーズに進むよう、あ

らかじめ話の内容をまとめてきてくだ

さい。相談に必要と思われる資料があ

りましたらお持ちください。

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

OSHIRASE NAVI相　談

１０月１９日～２５日は
行政相談週間です
　国の仕事やその手続き、サービスにつ

いて困っていることはありませんか？「手

続きや申請をどこにしたらよいか分から

ない」「国道の危険箇所を改善してほしい」

「苦情を申し出たいが、どこに伝えたらよ

いか分からない」そんなときは、行政相

談委員にお気軽にご相談ください。それ

ぞれ自宅で相談を受付けているほか、行

政相談週間に合わせて、仙北市産業祭の

会場内に、特設相談所を開設します。ど

なたでも無料で相談できますので、お気

軽にご利用ください。

【行政相談委員】

OSHIRASE NAVI相　談

　◆難波輝子

　☎43-0782

　田沢湖生保内字水尻 7

　◆大楽進

　☎53-2690

　角館町七日町 34

　◆新山敦晃

　☎47-2746

　西木町西明寺字宮田 18

【特設相談所開設日時・場所】 ▼ 10 月

24 日 土 9:00 ～ 15:00  ▼ 25 日 日

9:00 ～ 14:00　会場は両日共、神代

市民体育館

【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

第１１回仙北市卓球大会
【日時】11 月 8 日 日 8:15 ～開会式

【場所】角館高校  第一体育館（例年までと

会場が異なりますのでご注意ください）

【種目】 ▼ 団体戦・3 人 1 チーム（シン

グルス 2・ダブルス 1） ▼ 個人戦・一

般男子・女子（高校生を含む）1 部・2 部・

3 部、中学生男・女（学年別）、小学生

【試合方法】中学生と決勝のみ 5 セット

マッチ他の試合は 3 セットマッチ

【参加対象】仙北市民、仙北市勤務者、市

内小・中・高校生

【参加費】団体 1 チーム 3 人以上（2 チー

ム以内）1,500 円、個人 1 人 500 円

小・中・高校生 1 人 300 円

【参加締切】10 月 30 日 金 受付当日不可
【申込・問合せ】 ▼角館公民館 藤本 

　☎54-1110  ▼  SELA 角電  小林 

　☎090-6222-2285

OSHIRASE NAVI募　集

ハロウィン仮装パレード
参加者募集
　思い思いの仮装で商店街をパレードし

ながら、お菓子をおねだりしちゃおう！

【日時】10 月 25 日 日 （10:00 受付開始）

▼ 10:30 仮装コンテスト ▼ 11:00 ～

12:00 パレード

【集合】プチフレーズとなり駐車場特設テント

【参加費】500 円

【定員】先着 30 人（定員になり次第締め

切ります）　当日の受付はできません。

【その他】未就学児には保護者の方の付き

添いをお願いします。雨天の場合は屋

内でのイベントになります。

【申込・問合せ】かくのだてオレンジリボン

実行委員会  坂本  ☎090-4311-5726

OSHIRASE NAVI募　集

国民文化祭  内陸線アートアフター
為三さん！フットパス
　北秋田市米内沢地区出身の作曲家・成

田為三の追善墓前演奏会が毎年 10 月

29 日（為三さんの命日）に米内沢の龍

淵寺で行われています。数々の名曲を残

した偉大な作曲家を偲び、浜辺の歌音楽

館など為三さん由来の地をめぐるフット

パス。この機会にぜひご参加ください。

【期日】10 月 29 日 木 

【募集人員】各班 20 人（1 班鷹巣駅集合

14:10、２班角館駅集合 11:40）

【参加費】おひとり様 1,000 円（内陸線

の往復運賃を含みます）

【コース】集合～内陸線乗車～米内沢駅～

追善墓前演奏会・浜辺の歌音楽館・フッ

トパス～内陸線乗車～解散

【留意事項】トレッキングに適した服装・

履物でご参加ください。雨具・着替え・

飲み物等は各自でご用意ください。当

日の天候、コース状況等により予定を

変更する場合があります。

【申込・問合せ】秋田内陸線旅行センター 

☎0186-60-1111《受付時間：平日

（土日祝日を除く）9:00 ～ 17:00》

　他にもフットパス企画をご用意してい

ます。詳しくはお問い合わせください。

OSHIRASE NAVI募　集

第１３回あきたふるさと手作り
ＣＭ大賞　観覧募集
　只今、秋田朝日放送では、「第 13 回あ

きたふるさと手作りＣＭ大賞」審査会の

観覧者を募集しています。開催は、11

月 15 日 日 13:30（予定）から秋田県

児童会館けやきシアターで行います。各

市町村が作成した珠玉の 25 作品が放送

前にご覧いただけます。詳しくは AAB

ホームページをご覧いただくか、下記ま

でお問い合わせください。

【問合せ】AAB 事業部 ☎018-888-1505

OSHIRASE NAVI募　集

きのこ採りで入山されるみなさんへ
遭難事故に気を付けましょう
　きのこ採りで入山し迷って下山できな

かったり、斜面から転落・滑落するなど

の事故が発生しています。遭難はわずか

な不注意や安易な行動がもとで発生しま

す。自分や家族の身を守るために、入山

する際は次の事に注意しましょう。

【注意事項】 ▼ 入山前に必ず家族や知人に行

き先、帰宅時間を伝える。 ▼ 食料、雨具、

着替え、ライター、携帯電話、コンパス、鈴、

ラジオ、笛などを携行する。 ▼複数の仲間

と入山し声を掛け合いながら、離れないよ

うに行動する。 ▼自分の体調や天候に注意

し無理をせず早めの下山を心がける。 ▼服

装はできるだけ目立つものを着用する。

【問合せ】 ▼ 仙北市総合防災課  ☎ 43-

1115  ▼ 仙北警察署  ☎ 53-2111  

▼角館消防署  ☎54-2302

OSHIRASE NAVIお知らせ

田沢湖・角館観光連盟
『仙北市 Walker』を制作しました
　仙北市市制 10 周年を記念した観光情

報誌『仙北市 Walker』は、観光情報施

設に掲出するほか、イベント等にて広く

頒布し、県内外の多くの方々に仙北市の

魅力を発信する PR 誌として活用し、誘

客促進ならびに仙北市ファンの増加を図

りたいと考えています。また、市内各戸

にお届けしますので、地元の魅力を再発

見いただければと思います。

【問合せ】（一社）田沢湖・角館観光連盟事務

局（仙北市役所中町庁舎内） ☎43-3352

OSHIRASE NAVIお知らせ

     

10月27日 [火] 会場　角館樺細工伝承館
18 時開演（17時30分開場）

引き算の美学
～俳句を通して見る日本人の美意識と美徳～

俳人 黛まどか 氏

       角館図書館後援会50周年記念  第55回 文化講演会

問合せ　仙北市総合情報センター・学習資料館  ☎ 43-3333
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10/
１６ 金

●笑いの会（健康管理センター 10：00 ～ 11：30） 10/1･P13

●第65回秋田県公民館大会（仙北市民会館 12：30 ～ 16：00） 10/1･P16

●角館盆栽展（角館交流センター 9：00 ～ 17：00）

１７ 土

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10：00 ～） 10/1･P9

●さつま芋掘りをしよう！（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 10/1･P11

●カツルミ 仙北市角館親善チャリティー Live Concert（角館樺細工伝承館14：00 ～） 10/1･P16

●たざわ湖スキー場リフトシーズン券販売会（田沢湖総合開発センター10：30 ～ 15：00） 10/1･P19

●角館盆栽展（角館交流センター 9：00 ～ 17：00）

１８ 日
●第43回角館町樺細工伝統工芸展 25日まで（角館樺細工伝承館 9：00 ～ 17：00） P14

●第20回平福百穂顕彰短歌大会講演会（角館樺細工伝承館 10：00 ～ 11：30） P20

●角館盆栽展（角館交流センター 9：00 ～ 14：00）

１９ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会西木支所 10：00 ～ 12：00） 10/1･P18

２０ 火
●出張さくラッコ in 田沢湖イベント（思い出の潟分校 10：30 ～ 11：30） 10/1･P11

●第3回にこにこ健康体操教室（にこにこリハビリデイサービス角館る～む 14：00 ～ 15：

00） 9/16･P13

２１ 水

●秋の狂犬病予防集合注射【田沢湖地区】（9：40 ～ 14：30） 10/1･P5

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター 10：00 ～ 12：00） 10/1･P8

●こころの相談（田沢湖健康増進センター） 10/1･P13

●えくぼの会（角館交流センター 10：00 ～ 14：00） 10/1･P13

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 10/1･P17

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13：00 ～ 16：00） 10/1･P18

●健康づくり教室（NPO 法人角館総合型地域スポーツクラブ 10：00 ～ 11：30） 9/16･P13

●山野草の寄せ植え教室（西木公民館 13：30 ～ 15：30） 5/16･P12

２２ 木

●秋の狂犬病予防集合注射【西木地区】（9：50 ～ 14：30） 10/1･P5

●わくわく広場（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 10/1･P11

●いきいき元気アップ教室（角館交流センター 13：30 ～ 15：00） 10/1･P13

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（社会福祉協議会角館支所 13：00 ～ 16：00） 10/1･P18

●第3回にこにこ健康体操教室（にこにこリハビリデイサービス角館る～む 14：00 ～ 15：

00） 9/16･P13

２３ 金

●円熟体操 in 仙北（田沢湖デイサービスセンター 10：３0 ～ 12：00、西木林業者等健康増進

施設（クリオン隣体育館）13：30 ～ 15：00） P20

●無料調停相談会（角館簡易裁判所 10：00 ～ 15：00） P21

●秋の狂犬病予防集合注射【角館地区】（9：00 ～ 11：45） 10/1･P5

●行政相談所開設日（桧木内公民館 13：00 ～ 16：00） 10/1･P17

２４ 土

●弘道書院発掘調査 現地報告会（角館樺細工伝承館前広場 13：30 ～） P11

●行政特設相談所開設日（神代市民体育館 9：00 ～ 15：00） P21

●第11回仙北市産業祭（神代市民体育館・駐車場） 9/16･P8

●仙北市くらし体験・交流ツアー 9/16･P14 

●第10回仙北市芸術文化振興大会（西木温泉クリオン 9：00 ～） 8/16･P12

２５ 日

●献血（ワンダーモール 10：00 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00） P17

●行政特設相談所開設日（神代市民体育館 9：00 ～ 14：00） P21

●ハロウィン仮装パレード（プチフレーズ隣駐車場特設テント集合 10：30 ～ 12：00） P21

●第11回仙北市産業祭（神代市民体育館・駐車場） 9/16･P8

●仙北市くらし体験・交流ツアー 9/16･P14 

２６ 月

２７ 火

●第55回文化講演会（角館樺細工伝承館 18：00 ～） P21

●こころの相談（角館交流センター） 10/1･P13

●第3回にこにこ健康体操教室（にこにこリハビリデイサービス角館る～む 14：00 ～ 15：00）

9/16･P13

●基礎から学ぶ「おもてなしの英会話」（田沢湖総合開発センター18：00 ～ 19：00） 6/16･P16

２８ 水
●無料法律相談（角館交流センター 13：30 ～） P20

●ペン習字教室（田沢湖総合開発センター 10：00 ～ 12：00） 10/1･P8

●第1回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 9/16･P13

２９ 木

●為三さん！フットパス（秋田内陸線角館駅集合 11：40） P21

●すくすく成長記録Day（さくラッコ 10：30 ～ 11：30） 10/1･P11

●いきいき元気アップ教室（角館交流センター 13：30 ～ 15：00） 10/1･P13

●珈琲教室（旧石黒（恵）家 10：30 ～ 12：30、13：30 ～ 15：30） 10/1･P17

●ふれあいサポーター養成講座（田沢湖健康増進センター 13：30 ～ 15：00 頃） 9/16･P10 

●第1回パソコン講座（総合情報センター 9：00 ～ 12：00） 9/16･P13

●第3回にこにこ健康体操教室（にこにこリハビリデイサービス角館る～む 14：00 ～ 15：00）

9/16･P13

３０ 金
●夜間納税窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17：15 ～ 19：00） P11

●さくラッコバザー（地域運営体『まちかど』10：00 ～ 14：00） 10/1･P11

３１ 土
●仙北市文化祭 11月1日まで（≪作品展示≫生保内市民体育館・生保内武道館・仙北市民会館ロビー 

9：00 ～ 16：00　≪ステージ発表≫仙北市民会館 12：30 ～ 15：00） P13

●さくラッコバザー（地域運営体『まちかど』10：00 ～ 14：00） 10/1･P11

仙北市カレンダー １０/１６金  ～３１土

●発行・編集　仙北市役所総務課文書広報係　●製作協力　広報編集委員会　●発行日　1 日・16 日

●〒 014-1298　秋田県仙北市田沢湖生保内字宮ノ後 30 番地　● TEL 0187-43-1111　● FAX 0187-43-1300

● E-mail　semboku@city.semboku.akita.jp　● URL　http://www.city.semboku.akita.jp　● facebook　https://www.facebook.com/sembokucity　

●印刷　㈱仙北印刷所
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仙北市市制10周年記念式典

旬な情報チャンネル

平成26年度企業会計・特別会計
決算状況

「社会福祉法人はなさき仙北」設立

市役所からのお知らせ

お詫びとご報告

学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習

情報ひろば／食育に取り組もう！

保健・健康の掲示板

第30回田沢湖マラソン
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広報担当者の

SR　最近、夜になると猛烈な鼻
づまりに襲われます。くしゃみと
セットで。風呂上りにテレビを
見たりしていると、徐々に体温
が下がり、鼻づまりの完成です。
体温低下のためか !? と服装も温
かくしてみてもやはりダメです。
薬に頼らずなにか解決方法はない
かと、ネットで調べてみました。
すると『ペットボトルをわきに挟
む』…。ホントか ? 解決するまで
この方法で試してみます。
　
TK　こどもフェスティバルで行
われた秋田のご当地ヒーロー・
超神ネイガーのヒーローショー。
男の子なら1度は憧れるであろう
戦隊物や仮面ヒーロー。テレビ
で見ていたアクションシーンが
目の前で繰り広げられ、ファイ
ンダーを覗くと気分は本物のカ
メラマン。やはりヒーローはいく
つになってもワクワクさせてくれ
る憧れの存在です。

MT　気がつくと今年も 10月半
ば。そして気づくと仙北市が誕生
して10年。先日は記念式典が行
われました。挨拶された方々の
話を聞くと、あらためて仙北市
は観光資源豊かで、他所から見
ると「魅力的なまち」という印
象。このうらやましい資源をいか
に活用するか、拓かれた仙北市の
未来を描きながら、その世代が
担う役割の大きさを感じました。


